
  

 

令和３年度 実施事業報告 

 

 

令和３年の事業については、新型コロナウイルス感染症が拡大したことに伴い、当協会の事業活動にお

いてさまざまな影響が生じ、事業の中止や感染予防対策を行いながら規模を縮小して実施した。 

 

１ 振興対策事業  
 

北九州港の整備及び振興に資する事業を行った。 

 

（１）北九州港港湾調査データ作成業務（令和３年４月受託終了） 

港湾事業者等から提供された申告書を規定フォームへ入力し、統計法に基づく港湾統計デ

ータを集計した。（北九州市からの受託事業） 

 

 

２ 啓発宣伝活動事業 

 

   年間を通して、様々な啓発宣伝活動を実施した。 
 

（１）みなとオアシス事業 

令和元年１１月１５日に登録された「みなとオアシス門司港」の事業として、地域住民の

交流促進や地域の魅力の向上につながる取り組みを市と協力して実施した。 

当協会は、みなとオアシス門司港運営協議会の事務局を担当した。 

 

（２）記念品の製作・販売及び頒布（通年） 

北九州港のＰＲを促進するため、北九州港のシンボルマークやマスコットキャラクター

「スナＱ」をデザインした記念品等を製作・販売し、イベント等で頒布した。 

 

 

 

 

 

（３）歓迎訪船（通年） 

歓迎のメッセージを伝え、北九州港をＰＲするため、初入港した船舶や新規航路の第一船

などを対象に北九州市と共同で歓迎訪船を実施した。 

 

 

 

記念品 

種 類 

ポロシャツ、フリース、ネクタイ、ぬいぐるみ、缶バッチ、マスク 

ボールペン、マフラータオル、マグネット等 



月日 船名 船籍 トン数 船社 

4/12 SUNNY LAVENDER パナマ 9,865 KMTC 

6/29 それいゆ 日本 15,515 東京九州フェリー(株) 

9/6 SITC SHIMIZU 香港 9,734 SITC 

12/14 フェリーきょうと 日本 15,025 (株)名門大洋フェリー 

3/28 フェリーふくおか 日本 15,025 (株)名門大洋フェリー 

 

   （４）北九州港オリエンテーション 

港湾業務の基本を学ぶため、会員企業の新入社員等を対象に、港湾や貿易などに関する 

研修講座と海上視察を実施した。 

■ 時 期 令和３年４月２７、２８日 

■ 場 所 [海上視察]  東コース…西海岸地区、田野浦ROROﾀｰﾐﾅﾙ、太刀浦ｺﾝﾃﾅﾀｰﾐﾅﾙ、新

門司地区、砂津地区､日明地区 

              西コース…砂津地区、日明地区、戸畑地区、響灘地区（ひびきｺﾝ

ﾃﾅﾀｰﾐﾅﾙ風力発電） 

 [基礎講座] 北九州国際会議場 1階 「メインホール」 

■ 参加者 １３５人 

 

（５）港湾整備事業説明会  

北九州港の整備事業や将来計画等について、海運・港湾企業等会員様を対象に、国土交通

省九州地方整備局及び北九州市の最新の情報及び今後の取組等の資料を７月に提供した。 

 

（６）港湾セミナー 

会員企業を対象に、港湾や物流、経済をテーマにしたセミナーを開催した。 

■ 時 期 令和４年１月２４日 

■ 場 所 北九州国際会議場 ２階 国際会議室 

■ 参加者 ３３人 

■ テーマ及び講師「２０２２年度 九州経済見通し」 

公益財団法人九州経済調査協会 調査研究部 部長 片山 礼二郎 氏 

 

（７）北九州市からの受託事業 

北九州港の役割や海辺の魅力などを市民に周知するため、イベント開催にあたっては、新

型コロナ感染症対策を行ったうえ、事業を実施した。 

① 門司・西海岸でのクルーズ船寄港おもてなし等業務 

         クルーズ船寄港による港周辺の賑わいづくり及び北九州市の魅力を乗客等へ広くアピ

ールすることを目的とした、入出港時の歓送迎イベント及びおもてなし、歓迎式典を実

施した。 



 

月日 船名 船籍 トン数 船社 

10/29､10/30､11/2 にっぽん丸 日本 22,472 商船三井客船 

11/12､11/13､11/16 飛鳥Ⅱ 日本 50,444 郵船クルーズ 

 

 ②北九州港・みなとまちづくり事業 

            北九州港の魅力を様々なイベント等を通じて広く市民に周知するとともに、人々が 

集い、賑わう海辺づくりを行った。 

ア 船舶公開業務 

市民に海や港への理解を深めてもらうため、北九州港(門司区)に帆船「みらい

へ」を招聘し、体験航海を行った。 

イ 寄港記念イベント等業務 

         北九州港に寄港する船舶に対し、寄港記念イベント等を実施して、歓迎の意を

表するとともに北九州港をＰＲした。 

ウ 北九州港マスコットキャラクター「スナＱ]を活用した広報活動等業務 

「スナＱ」ブランドを活用した情報発信を市内各種イベントへの参加やソーシャ

ルメディアの活用等を通じて行い、北九州港のイメージアップを図った。 

また着ぐるみの貸出し業務等を行った。 

 

③みなとの魅力、歩いて発見！選奨土木遺産「若松港築港関連施設群」まちあるき講座 

実施 

             令和元年に選奨土木遺産に認定された「若松港築港関連施設群」をＰＲするため、令

和３年３月、共同申請者の若築建設㈱や地域と連携し、案内板の設置やリーフレットの

制作を行った。これらの媒体を活用し、市内の観光案内ボランティアを対象とした「ま

ちあるき講座」を開催した。 

■ 時 期 令和３年４月７日 

■ 場 所 【講話】 旧古河鉱業若松ビル２階・多目的スペースＢ 

            【視察】 土木遺産等現地 

■ 参加者 １８人 

■ 講 師 旧古河鉱業若松ビル館長 若宮 幸一 氏 

                 わかちく史料館     江副 享子 氏 

 

④北九州ゆめみらいワーク２０２１「みなとのお仕事ブース」出展業務 

           北九州ゆめみらいワーク２０２１に、港湾関係企業・官公庁等合同で「みなとのお

仕事ブース」を出展するため、そのブース管理及び運営を行った。 

           また、スタンプラリー等を行い、各ブースを周遊してもらう仕組みづくりを行った。 



            ■ 時 期 令和３年１２月２、３日 

■ 場 所 西日本総合展示場 新館 

■ 出展企業   … (株)名門大洋フェリー、(株)白海、(株)若港、若築建設(株) 

 関係官庁等 …   門司税関、第七管区海上保安本部、 

北九州市港湾空港局（総合案内） 

                    ■ 参加者 主に中学生、高校生、教職員 全体７,７８５人  

              ■ スタンプラリー参加者 ３６３人 

  

（８）クルーズ船寄港定着化事業 

北九州港へのクルーズ船寄港の定着化を図るため、九州クルーズ振興協議会に加入し、 

北九州市と共に客船の誘致活動を推進した。 

また、下関港と連携した「関門港クルーズ振興協議会」の事務局を担当するとともに、 

関門港に寄港するクルーズ船を利用した旅客等に対する観光資源の情報発信事業等を行い、

クルーズ振興を行った。 

 

（９）「海の日」協賛会 

       「北九州海の日協賛会」の事務局として、海洋海事思想の普及と市民と海・港とを結ぶ各 

      行事を実施した。 

主な行事は、海事功労者表彰式典、海の写真展など。 

■ 行事一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

行  事  名  実 施 時 期 

 

船員・港湾作業員慰問 

海の写真展 

第58回九州・山口地区中学生海の日絵画ｺﾝｸｰﾙ作品展 

2021年度海の日ポスターコンクール入賞作品展 

汽笛吹鳴 

式典及び海事功労者表彰式 

ジュニア・シッピング・ジャーナリスト賞作品展 

ウォーターフロント・クリーンマナーアップ作戦 

海上航行安全祈願 

殉職船員慰霊祭 

海の日歓迎訪船 

巡視船体験航海・展示訓練 

関門港ボート天国 

門司・洞海海洋少年団市中パレード 

ミニミニトライアスロン 

みなと見学会 

シーサバイバルトレーニング体験会 

船員・港湾作業員入院療養者慰問 

船員留守宅家族慰問 

 

 

7月 1日～31日 

7月19日～31日 

7月19日～31日 

7月19日～31日 

7月22日 

7月28日 

8月1日～12日 

10月17日ほか（通年） 

中止 

中止 

中止 

中止 

中止 

中止 

中止 

中止 

中止 

中止 

中止 



（10）定期刊行物の発行（通年）      

北九州港に関する最新情報とＰＲのため、会員及び市民に向けて定期刊行物等を発行した。 

① 機関誌「北九州港」  年１回      ８００部 

② 北九州港ニュース   年６回(偶数月)  （オンライン） 

 

（11）ホームページによる情報提供（通年） 

北九州港に関する情報発信とＰＲのため、ホームページを更新管理した。 

 

 

３ 港湾関係共益事業  

    

北九州港に必要な船員その他港湾関係者等の休養、福利厚生施設等に関する事業を実施した。 

 

（１）戸畑船員サービスセンターの管理 

海事関係者の利便性の向上を図るため、戸畑船員サービスセンターを管理運営した。 

 

（２）新年賀詞交歓会 

海運・港運７団体（関門港運協会、小倉地区港運協会、洞海港運協会、八幡港友会、 

九州水曜会、門司エーゼント会、当協会）の共催で賀詞交歓会を開催した。 

■ 時 期 令和４年１月１４日 

■ 場 所 ステーションホテル小倉 

■ 参加者 ２５５人 

 

 

４ 港内美化事業 

 

未来へきれいな海、海岸を引き継ぐことを目的に港湾関係団体と共同で清掃活動等を実施した。 

 

① ウォーターフロント・クリーンマナーアップ作戦 

未来へきれいな海、海岸を引き継ぐため、港湾関係団体と共同で清掃活動等を実施した。 

■ 時 期 令和３年１０月１７日 

■ 場 所 西海岸、門司港レトロ地区 

■ 参加者 ６４人 

 

② 海岸クリーンアップ運動 

門司港地区で、大規模な清掃活動を行うことで観光地としての魅力向上に寄与するため、

北九州市内の海洋土木業者２４社で構成されている「北九州港湾建設協会」会員等が実施す

る清掃活動に参加した。 

 

 



■ 時 期 令和３年７月３日 

■ 場 所 西海岸、門司港レトロ地区 

■ 参加者 ２５０人 

 

③ 海の玄関口清掃活動 

     北九州市の海の玄関口「新門司フェリーターミナル」がある門司区で清掃活動を行った。 

・２０２１夏「新門司地区」海の玄関口清掃活動 

■ 時 期 令和３年８月４日 

■ 場 所 新門司フェリーターミナル地区一帯 

■ 参加者 ４６９人 

・２０２１冬「新門司地区」海の玄関口クリーンアップ活動 

■ 時 期 令和３年１２月８日 

■ 場 所 新門司フェリーターミナル地区一帯 

■ 参加者 ３９４人 

 

 

 ５ その他の事業 

 

（１）駐車場事業 

当協会の財政基盤の強化を図り、また、海運港湾事業従事者、観光客の利便を確保するた

め、北九州市用地を借り受け有料駐車場として管理・運営をした。 

   

     

 

 

 

 

 

 

 

６ 中止した事業 

    （１）北九州港セミナー 

（２）国内ポートミッション 

       （３）みなと見学会の実施    ①みなと見学会  ②コンテナターミナル見学会 

       （４）花火大会への協賛 

       （５）関門海峡クルージング 

（６）港湾振興協会等事務連絡会 

（７）交流サロン 

（８）国際ビジネス支援事業 

名  称 所在地 収容台数 備 考 

 新浜駐車場  門司区東港町 25   

 西海岸駐車場  門司区西海岸 229  （一時使用 105台含む） 

 浅野三丁目駐車場  小倉北区浅野 85   

 紫川駐車場  小倉北区浅野 106    

 松ヶ島駐車場  八幡東区枝光 22    

 妙見駐車場  八幡西区築地町 61    

 計 579    


